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                                                                                1 平成 31 年度企業年金税制改正に関する要望 平成 30 年 7 月 31 日 企業年金連合会 少子高齢化の進展を背景に公的年金がスリム化していく中で 高齢期における所得保障としての企業年金には 公的年金を補完する重要な役割が求められています 企業年金連合会では 厚生年金基金 確定給付企業年金及び確定拠出年金の三制度について 制度別及び設立形態別の小委員会を設置して各制度が抱える課題について議論を行ってきました 今般 各小委員会における提言を基に 企業年金連合会として平成 31 年度企業年金税制改正に関する要望を行うものです 1
2 要望事項 1. 特別法人税の撤廃 4 2. 確定給付型企業年金に関する税制の見直し 4 (1) 年金財政の安定化を図るための掛金拠出の弾力化 ( 積立不足を 解消するための柔軟な掛金拠出等 ) 4 1 積立不足を解消するための柔軟な掛金拠出 4 2 予算時の特例掛金の導入 5 3リスク対応掛金の柔軟な拠出 5 (2) 加入者掛金の全額所得控除制度の導入等 5 3. 確定拠出年金に関する税制の見直し 6 (1) 企業型確定拠出年金の拠出限度額の廃止 6 (2) マッチング拠出に関する規制撤廃 7 (3) 脱退一時金受取要件の緩和 8 (4) 制度間ポータビリティの拡充 8 1 企業型確定拠出年金の中途脱退者による確定給付型年金への 資産移換に係る選択肢を拡大すること ( 企業年金連合会への 資産移換 ) 9 2 退職一時金等の企業年金への資産移換を認めること 9 3 退職一時金から企業型確定拠出年金への資産の一括移換を認 めること 9 (5) 資格喪失年齢の取扱い 9 (6) 通算加入者等期間の取扱い 企業年金制度等の普及 拡大に向けた今後の検討課題に関する議論 を踏まえた税制措置等 11 (1) 拠出時の仕組み ( 拠出限度額 ) のあり方について 11 (2) 給付時の仕組み ( 支給開始年齢 中途引き出し等 ) のあり方に 2
3 ついて その他 ( 退職所得の受給に関する申告書 に係るマイナンバーの取扱い ) 12 3
4 1. 特別法人税の撤廃公的年金の給付と相まって国民の生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的とする企業年金制度は 企業を退職した後に安定的で豊かな生活を送るために不可欠な存在であり 企業なくして企業年金制度は成り立たない このため 制度の仕組みは 企業にモチベーションを持たせるものでなければならない 諸外国において 運用時に課税している国は少数であり 特に特別法人税のように 積立金に課税するといった例はさらに稀であり こうした国際的にみても標準的といえない税を課すのは不適切である 特別法人税の存在は 我が国において企業が企業年金制度を採用し 維持する際の大きな足かせとなる この特別法人税については 平成 29 年 3 月に改正された租税特別措置法により 平成 32 年 3 月までの3 年間の時限措置として課税を停止することとされているが 課税が復活されるようなことになれば 加入者 受給者に対する給付額の大幅な減少や企業の掛金負担の大幅な増加につながり 企業年金制度そのものが崩壊しかねない また 欠損法人の割合が高い中小企業にとって影響が大きく 中小企業に対する企業年金の普及 拡大という目指すべき政策の方向性に反する 以上から 特別法人税については 撤廃を要望する 2. 確定給付型企業年金に関する税制の見直し (1) 年金財政の安定化を図るための掛金拠出の弾力化 ( 積立不足を解消するための柔軟な掛金拠出等 ) 1 積立不足を解消するための柔軟な掛金拠出ボラティリティの大きい資産運用環境下においては 一層の年金財政の健全化を図るとともに 受給権保護の観点が重要である 4
5 過去勤務債務については 現行では 3 年以上 20 年以内の範囲内で償却を行うこととされているが 一括償却を選択することや 掛金負担能力に応じて柔軟に償却することが可能となるよう 償却期間については 下限を撤廃するとともに 弾力償却を利用する場合の弾力償却幅を拡大すべきである 2 予算時の特例掛金の導入当該年度に発生が見込まれる不足金に充当することを目的とした予算時の特例掛金の設定は 厚生年金基金において認められている ボラティリティの大きい資産運用環境下で 一層の財政運営の健全化を図るとともに 受給権を保護する観点から 確定給付企業年金における特例掛金の拠出を可能とすべきである 3 リスク対応掛金の柔軟な拠出平成 29 年 1 月より あらかじめ景気変動等のリスクに備えるための事前積立に係る掛金として リスク対応掛金が導入されたが その掛金は 5 年以上 20 年以内の範囲内で拠出することとされている このリスク対応掛金についても 各企業年金の実情に応じて より柔軟な掛金拠出を可能とすべきである (2) 加入者掛金の全額所得控除制度の導入等確定給付企業年金の加入者掛金は 一般の生命保険商品と共通の生命保険料控除 ( 現行上限額年額 40,000 円 ) の対象とされているが 厚生年金基金の加入者掛金は 社会保険料控除により全額控除となっている この違いが障害となり 依然として厚生年金基金として存続することとしている実例があることや企業年金税制における加入者掛金については 拠出時非課税が一般的な取扱いであることなどから 確定給付企業年金の加入者掛金に係る所得控除についても 全額控除を認めるべきである なお 公務員等の 退職等年金給付 における加入者掛金についても 社会保 5
6 険料控除が認められている 3. 確定拠出年金に関する税制の見直し (1) 企業型確定拠出年金の拠出限度額の廃止企業型確定拠出年金の拠出限度額 ( 現行月額 55,000 円 ) は 企業における確定拠出年金の自由な制度設計を阻害する大きな要因となっており 拠出限度額については廃止すべきである 仮に 拠出限度額を廃止することが困難な場合 少なくとも次の見直しを行うべきである 1 企業型確定拠出年金の掛金は 給与に比例してその額が高くなることが一般的であり 一律に適用される拠出限度額は 給与の高い者の掛金額を制約している よって 拠出限度額を更に引き上げるべきである また 第 190 回国会で成立した 確定拠出年金法等の一部を改正する法律 ( 以下 改正法 という ) によって個人型確定拠出年金の加入者の対象範囲が拡大され 公務員 国民年金の第 3 号被保険者 企業年金加入者も加入可能となったが 拠出限度額に関しては 被保険者の区分や企業年金制度の有無によって異なっている 個人型確定拠出年金の利便性向上と普及のために統一した拠出限度額にすべきである なお 企業型拠出年金の拠出限度額は 厚生年金基金における望ましい給付水準 ( 退職直前給与の6 割程度の水準 ) を掛金に置き換えて設定されたものであるが 今後も存続を予定する厚生年金基金が僅かであることを勘案し 給付水準のあり方も含め 拠出限度額の引き上げについて検討すべきである 2 他の企業年金制度を併用している場合の企業型確定拠出年金 6
7 の拠出限度額が 企業型確定拠出年金だけを実施している場合の2 分の1( 現行月額 27,500 円 ) とされていることは 複数の制度を併用して 自由な給付設計をする際の大きな障害となっている よって 拠出限度額については 他の企業年金を併用している場合において 2 分の1へ縮小すべきではない (2) マッチング拠出に関する規制撤廃マッチング拠出を行う場合の掛金は 拠出限度額 ( 現行月額 55,000 円 ) の範囲内で かつ 加入者掛金の額が事業主掛金の額を超えてはならないとされている この規制により 事業主掛金の額が低い者については 加入者掛金も その低い額を超えて拠出することができず 掛金を拠出するゆとりがあっても掛けられなくなってしまう また 事業主掛金の額が高い者については 拠出限度額を超えてはならないため 加入者掛金が低い額となってしまう さらに 他の企業年金制度を併用している場合には 加入者と事業主合計の拠出限度額が2 分の1( 現行月額 27,500 円 ) となるため マッチング拠出を行う加入者掛金の上限も その半分 ( 月額 13,750 円 ) となってしまう マッチング拠出は 個人が主体的にその拠出額を決定するものであるが 事業主の制度設計によって拠出枠が増減することにより 制度を分かりにくいものとしている また 改正法により 企業型確定拠出年金の実施企業においても 規約で規定することにより 加入者が個人型確定拠出年金に加入することが可能となったが この場合の個人型確定拠出年金の掛金は 企業型確定拠出年金の事業主拠出の額に左右されず 事業主掛金の額を超えて拠出することが認められている よって マッチング拠出における加入者掛金については 上記の規制を撤廃すべきである 7
8 また マッチング拠出の額は 企業型掛金拠出単位期間につき 1 回のみ変更可能とされているが 継続投資教育の受講により マッチング拠出を始める意欲が高まったとしても 昇給時等に既に拠出額の変更を行っている場合は 次回の変更時まで相当期間待たなければならないといった事態が生じており 変更回数については 労使合意による柔軟な取扱いを認めるべきである (3) 脱退一時金受取要件の緩和改正法により 脱退一時金受取要件は厳格化され 保険料免除者でなければ脱退一時金を受け取ることができなくなった しかし わが国の退職給付制度は退職一時金制度に由来し 老後資金準備だけを目的としていない 予期せぬ失職時の一時金は 失業給付とともに大きな生活の支えとなるものであり 現役時代の生活保障のためにも利用されるべきである よって 企業の倒産や解雇による生活困窮などの理由による脱退一時金の受取を可能とするなど 脱退一時金の受取要件を緩和するほか 個人別管理資産の一定額を脱退一時金として受け取ることについても可能とすべきである また 脱退一時金の受給要件に該当しない外国人労働者は 支給開始年齢到達によって受給手続きをとることになるが 帰国後の所在が判明しない場合 受取機会を逸することにもなりかねないことから 外国人労働者が帰国する際の特例として 脱退一時金の受取を容認すべきである (4) 制度間ポータビリティの拡充 ポータビリティ制度を実効性のあるものにするために 以下の 1 から 3 の措置を講ずべきである ( 個人単位での資産移換 ) 8
9 1 企業型確定拠出年金の中途脱退者による確定給付型年金への資産移換に係る選択肢を拡大すること ( 企業年金連合会への資産移換 ) 改正法では 企業型確定拠出年金の中途脱退者の個人別管理資産について 確定給付企業年金への移換を可能とされたが 確定給付企業年金の規約において当該資産の受入について規定されていないときは 確定給付企業年金への移換はできない したがって 当該資産の移換先として 確定給付型の通算企業年金を支給する企業年金連合会も選択肢として加えるべきである 2 退職一時金等の企業年金への資産移換を認めること老後の資産形成を支援するために 退職一時金について本人が希望した場合 非課税措置を継続したまま 確定拠出年金等の制度へ資産移換を認めるべきである また 中小企業退職金共済等からの退職金についても同様に 本人が希望した場合に確定拠出年金等の制度へ資産移換を認めるべきである ( 制度 ( 事業所 ) 単位での資産移換 ) 3 退職一時金から企業型確定拠出年金への資産の一括移換を認めること退職一時金の全部又は一部を企業型確定拠出年金へ資産移換する場合 4~8 年度に分割して資産移換することが定められているが 外部積立を早期に実現し 受給権を確保することが望ましいことから その一括移換についても認め 1~8 年度の間で自由に選択して移換ができるようにすべきである (5) 資格喪失年齢の取扱い 企業型確定拠出年金の加入者の資格喪失について その規約に 9
10 おいて60 歳以上 65 歳以下の一定年齢に達したときに資格喪失することが定められているときは 60 歳を超えて資格喪失することが認められている ただし この取扱いは 60 歳に到達する前から実施事業所に使用されている者が 60 歳到達後も引き続き同一の実施事業所に使用される場合に限定されている 一方で 高年齢雇用確保措置として 60 歳以降で定年となり 同日付で同一企業グループ内の事業主に雇用される場合なども少なくないと考えられる したがって 同一規約内であるかどうかにかかわらず同一企業グループ内において 上記のような取扱いが行われるような場合で 60 歳以降で雇用される企業の規約に65 歳以下の一定年齢に達したときに資格喪失することが定められているときは 当該規約の定めるところにより加入者資格を認めるべきである また 総合型の実施事業主のひとつが 単独型に移行して企業型確定拠出年金を新規に実施するような場合なども 同様の取扱いとすべきである (6) 通算加入者等期間の取扱い老齢給付金の支給の請求については 加入者であった者の通算加入者等期間に応じて その請求開始可能年齢が定められているが 通算加入者等期間は 規約で定める資格喪失年齢にかかわらず 一律に 60 歳に達した日の前日が属する月以前の期間 までに限られている 例えば 55 歳で企業型確定拠出年金の加入資格を取得して 62 歳で退職により資格喪失する場合 老齢一時金受取時の退職所得控除額計算上の勤続年数は62 歳までの7 年となるが 通算加入者等期間は60 歳までの5 年となり 支給開始は63 歳からとなる この場合 通算加入者等期間も7 年となれば 62 歳の 10
11 退職時からの支給が可能となる したがって 企業型確定拠出年金の通算加入者等期間については 65 歳以下の規約で定める年齢 ( 資格喪失の時期 ) まで算入すべきである 4. 企業年金制度等の普及 拡大に向けた今後の検討課題に関する議論を踏まえた税制措置等今後 DB DCの拠出時 給付時の仕組みのあり方について議論を行うに際しては 以下の点について十分留意すべきである (1) 拠出時の仕組み ( 拠出限度額 ) のあり方について社会保障審議会企業年金部会においては 事務局より 拠出限度についてはDBとDCを一体的に考えるべき DB DCの両方を合わせた一つの水準を設定すべき などの提案がなされ 議論が行われた この提案については DBにはもともと拠出限度額が設定されていないこと等を踏まえると 現在 各企業がDB DC 退職一時金等を組み合わせて様々な制度設計を行っている中で 制度見直し後は実施できなくなるケースが生じることが強く懸念される 制度見直しに際しては 労使合意を前提とした自由な制度設計が妨げられないようにするという考え方に基づき検討がなされるべきである (2) 給付時の仕組み ( 支給開始年齢 中途引き出し等 ) のあり方について社会保障審議会企業年金部会においては 事務局より 支給開始年齢について 公的年金の支給開始年齢 (65 歳 ) を基本としつつ DB DC ともに60 歳以上から支給開始 とする また 11
12 中途引き出しについては DB DCは高齢期の所得確保という共通の目的を達するため ( 中略 ) 支給開始年齢に到達するまでの間は 原則として中途引き出しを認めない こととするなどの提案がなされ 議論が行われた DBに関しては 多くが退職一時金から移行してきているという歴史的な背景を反映して 現行制度では 50 歳以上の退職時から支給開始が可能とされるとともに 中途引き出しに制限を設けない仕組みとなっているが 上記の提案が実施された場合には これらについて規制が強化されることになり かえって企業にとって企業年金の実施を困難にし その普及 拡大に逆行する結果となることも強く懸念される この点に関しては 高齢期の所得確保という性格と同時に 企業年金制度が労使合意に基づく企業の退職給付制度として活用されている実態も尊重し 企業年金制度自体が活用されなくなり その実施率が低下するといった事態を招くことがないよう 活用しやすい柔軟な仕組みとされるべきである 5. その他 ( 退職所得の受給に関する申告書 に係るマイナンバーの取扱い ) 企業年金の受給権者が老齢給付金を一時金で受け取る場合に提出することとなる 退職所得の受給に関する申告書 には個人番号 ( マイナンバー ) の記載が必要とされているが この申告書を踏まえて作成される 退職所得の源泉徴収票 については 支払者が税務署に提出する場合 役員に支払う退職手当等以外は提出が不要とされており また 支払者が受給権者に交付する場合 受給権者のマイナンバーは記載事項とされていない 退職所得の受給に関する申告書 への不必要と考えられるマイナンバーの記載を不要とすることにより 受給権者及び支払者の事務の 12
13 効率化や郵便事故等による情報漏えい等のリスク回避が図られることから 当該申告書へのマイナンバーの記載は 役員が退職手当等を受給するために提出する場合を除き 不要とすべきである なお 平成 30 年 4 月 1 日施行の所得税法施行規則の改正により 公的年金等の受給者の扶養親族等申告書 への受給者のマイナンバーの記載については 支払者が地方公共団体情報システム機構 (J-LIS) から当該受給者のマイナンバーの提供を受けて その者の氏名及びマイナンバー等を記載した帳簿を備えている場合には 記載不要とされたところである したがって 上記の 退職所得の受給に関する申告書 への不必要と考えられるマイナンバーの記載を不要とすることが困難である場合は 少なくとも 支払者において J-LIS から提供を受けた受給者のマイナンバー等を記載した帳簿を備えているときは 上記の扶養親族等申告書の取扱いと同様にマイナンバーの記載を不要とすべきである 以上 13
14 制度別 設立形態別小委員会における 税制改正に関する提言 政策委員会総合型企業年金小委員会 / 政策委員会単独 連合型企業年金小委員会 15 政策委員会確定拠出年金小委員会 21 14
15 平成 30 年 7 月 18 日 平成 31 年度確定給付型企業年金税制改正に関する提言 政策委員会総合型企業年金小委員会 政策委員会単独 連合型企業年金小委員会 1. 特別法人税の撤廃特別法人税は 平成 11 年から運用環境を勘案して課税停止が繰り返されており 引き続き平成 29 年 4 月から3 年間の課税停止が措置されたところである 企業を退職した後に安定的で豊かな生活を送るためには 企業年金は不可欠な存在となっている また本格的な少子高齢化を迎える中 公的年金を補完する側面も持っている企業年金制度の役割はますます大きくなっている したがって 老後所得保障に重要な役割を果たしていく企業年金制度の普及 拡大のために 税制をはじめとする様々な機能維持強化策を 政府は講じていくべきである 諸外国において 運用時に課税している国は少数であり 特に特別法人税のように年金積立金に課税するといった例はさらに稀であり こうした国際的にみても標準的といえない税を課すのは不適切である 企業年金制度は 働く人に対し将来の生活を保障するもので 制度の仕組みは 加入者 受給者及び企業にモチベーションを持たせるものでなければならない 課税が復活されることとなれば 加入者 受給者に対する給付額の大幅な減少や企業の掛金負担の大幅な増加となり 企業の競争力の低下にも繋がることから 制度そのものの存続が困難になることが予想 15
16 される また 欠損法人の割合が高い中小企業にとって影響が大きく 中小企業に対する企業年金の普及 拡大という目指すべき政策の方向性に反する したがって 特別法人税については 即刻撤廃すべきである 2. 年金財政の安定化を図るための掛金拠出の弾力化 ( 積立不足を解消するための柔軟な掛金拠出等 ) (1) 積立不足を解消するための柔軟な掛金拠出ボラティリティの大きい資産運用環境下においては 一層の年金財政の健全化を図るとともに 受給権保護の観点が重要である 過去勤務債務については 現行では 3 年以上 20 年以内の範囲内で償却を行うこととされているが 一括償却を選択することや 掛金負担能力に応じて柔軟に償却することが可能となるよう 償却期間については 下限を撤廃するとともに 弾力償却を利用する場合の弾力償却幅を拡大すべきである (2) 予算時の特例掛金の導入当該年度に発生が見込まれる不足金に充当することを目的とした予算時の特例掛金の設定は 厚生年金基金において認められている ボラティリティの大きい資産運用環境下で 一層の財政運営の健全化を図るとともに 受給権を保護する観点から 確定給付企業年金における特例掛金の拠出を可能とすべきである (3) リスク対応掛金の柔軟な拠出平成 29 年 1 月より あらかじめ景気変動等のリスクに備えるための事前積立に係る掛金として リスク対応掛金が導入されたが その掛金は 5 年以上 20 年以内の範囲内で拠出することとされて 16
17 いる このリスク対応掛金についても 各企業年金の実情に応じて より柔軟な掛金拠出を可能とすべきである 3. 加入者掛金の全額所得控除制度の導入等確定給付企業年金の従業員拠出掛金は 一般の生命保険商品と共通の生命保険料控除 ( 現行上限額 40,000 円 ) の対象とされている 公的年金制度の健全性及び信頼性の確保のための厚生年金保険法等の一部を改正する法律 により 厚生年金基金制度が見直され 確定給付企業年金への移行支援策が講じられているが 確定給付企業年金への移行の際に加入者掛金について全額控除から控除の上限額がある生命保険料控除に変わることが障害となり 依然として厚生年金基金として存続することとしている実例があること また 企業年金税制における加入者掛金については 拠出時非課税が一般的な取扱いであることなどから 確定給付企業年金の加入者掛金に係る所得控除について全額控除を認めるべきである なお 公務員等の 退職等年金給付 における加入者掛金についても 社会保険料控除が認められている また 確定給付企業年金における遺族給付についても 厚生年金基金と同様 非課税とすべきである 4. 企業型確定拠出年金の中途脱退者による確定給付型年金への資産移換に係る選択肢の拡大 ( 企業年金連合会への資産移換 ) 平成 28 年 5 月に成立した 確定拠出年金法等の一部を改正する法律 には 企業型確定拠出年金の中途脱退者の個人別管理資産について 確定給付企業年金への移換を可能とする規定が盛り込まれているが 確定給付企業年金側の規約において当該資産の受入について規定されていないときは 確定給付企業年金への移換はできない また 企業型確定拠出年金の中途脱退者については その個人別管理資産を個人型確定拠出年金に移換することは可能だが 確定給付型 17
18 の年金として将来受給することを希望する者もいるのではないかと考えられる したがって 当該資産の移換先として 確定給付型の通算企業年金を支給する企業年金連合会も選択肢として加えるべきである 5. 企業型確定拠出年金制度の拠出限度額の廃止企業型確定拠出年金制度の拠出限度額は 平成 26 年 10 月から月額 55,000 円に拡大され 他に企業年金を併用している場合は 併用していない場合の半額 ( 月額 27,500 円 ) となるが 不十分な額であることに変わりは無い ( 拠出限度額については 平成 30 年 1 月より年単位化されている ) 一律に適用される拠出限度額は 企業による退職給付制度の自由な給付設計を制約し 給与額に比例した掛金拠出を困難にしている 特に他の企業年金制度を実施している場合 その制度内容や給付水準にかかわらず一律に拠出限度額が2 分の1とされていることは 複数の制度を併用する際の大きな障害となっている よって 拠出限度額については 廃止すべきであり 廃止が困難な場合は大幅な引き上げを行うとともに 他の企業年金を併用している場合に2 分の1へ縮小することを廃止すべきである 6. 企業年金制度等の普及 拡大に向けた今後の検討課題に関する議論を踏まえた税制措置今後 DB DCの拠出時 給付時の仕組みのあり方について議論を行うに際しては 以下の点について十分留意すべきである (1) 拠出時の仕組み ( 拠出限度額 ) のあり方について社会保障審議会企業年金部会においては 事務局より 拠出限度についてはDBとDCを一体的に考えるべき DB DCの両方を合わせた一つの水準を設定すべき などの提案がなされ 議論が行われ 18
19 た この提案については DBにはもともと拠出限度額が設定されていないこと等を踏まえると 現在 各企業がDB DC 退職一時金等を組み合わせて様々な制度設計を行っている中で 制度見直し後は実施できなくなるケースが生じることが強く懸念される 制度見直しに際しては 労使合意を前提とした自由な制度設計が妨げられないようにするという考え方に基づき検討がなされるべきである (2) 給付時の仕組み ( 支給開始年齢 中途引き出し等 ) のあり方について社会保障審議会企業年金部会においては 事務局より 支給開始年齢について 公的年金の支給開始年齢 (65 歳 ) を基本としつつ D B DCともに60 歳以上から支給開始 とする また 中途引き出しについては DB DCは高齢期の所得確保という共通の目的を達するため ( 中略 ) 支給開始年齢に到達するまでの間は 原則として中途引き出しを認めない こととするなどの提案がなされ 議論が行われた DBに関しては 多くが退職一時金から移行してきているという歴史的な背景を反映して 現行制度では 50 歳以上の退職時から支給開始が可能とされるとともに 中途引き出しに制限を設けない仕組みとなっているが 上記の提案が実施された場合には これらについて規制が強化されることになり かえって企業にとって企業年金の実施を困難にし その普及 拡大に逆行する結果となることも強く懸念される この点に関しては 高齢期の所得確保という性格と同時に 企業年金制度が労使合意に基づく企業の退職給付制度として活用されている実態も尊重し 企業年金制度自体が活用されなくなり その実施率が低下するといった事態を招くことがないよう 活用しやすい柔軟な仕組みとされるべきである 19
20 7. その他 ( 退職所得の受給に関する申告書 に係るマイナンバーの取扱い ) 企業年金の受給権者が老齢給付金を一時金で受け取る場合に提出することとなる 退職所得の受給に関する申告書 には個人番号 ( マイナンバー ) の記載が必要とされているが この申告書を踏まえて作成される 退職所得の源泉徴収票 については 支払者が税務署に提出する場合 役員に支払う退職手当等以外は提出が不要とされており また 支払者が受給権者に交付する場合 受給権者のマイナンバーは記載事項とされていない 退職所得の受給に関する申告書 への不必要と考えられるマイナンバーの記載を不要とすることにより 受給権者及び支払者の事務の効率化や郵便事故等による情報漏えい等のリスク回避が図られることから 当該申告書へのマイナンバーの記載は 役員が退職手当等を受給するために提出する場合を除き 不要とすべきである なお 平成 30 年 4 月 1 日施行の所得税法施行規則の改正により 公的年金等の受給者の扶養親族等申告書 への受給者のマイナンバーの記載については 支払者が地方公共団体情報システム機構 (J-LIS) から当該受給者のマイナンバーの提供を受けて その者の氏名及びマイナンバー等を記載した帳簿を備えている場合には 記載不要とされたところである したがって 上記の 退職所得の受給に関する申告書 への不必要と考えられるマイナンバーの記載を不要とすることが困難である場合は 少なくとも 支払者において J-LIS から提供を受けた受給者のマイナンバー等を記載した帳簿を備えているときは 上記の扶養親族等申告書の取扱いと同様にマイナンバーの記載を不要とすべきである 20
21 平成 30 年 7 月 31 日 平成 31 年度確定拠出年金税制改正に関する提言 政策委員会確定拠出年金小委員会 はじめに 確定拠出年金制度は 自助努力により老後生活の安定を図るため自己責任による資産運用を行うという仕組みの企業年金としてスタートし 拠出限度額の拡大 加入者拠出掛金 ( マッチング拠出 ) 導入などで制度の充実が図られてきた また 第 190 回国会で成立した 確定拠出年金法等の一部を改正する法律 ( 以下 改正法 という ) による改正事項 ( 個人型確定拠出年金の対象拡大 中小企業向けの新たな制度の導入 掛金の年単位化 ポータビリティの拡充 運用の改善等 ) が平成 30 年 5 月 1 日施行分をもって全面施行され 制度が大きく見直されたところである 確定拠出年金制度がより一層企業と加入者 受給者にとって有意義なものとなるためには 更なる制度改善が求められるところであり 以下により 税制に関する提言を行うものである 1. 特別法人税の撤廃 公的年金を補完する重要な制度である企業年金の普及 拡大 機能強化が求められているが そのような企業年金制度に対しては 実効性ある施策として税制優遇措置が欠かせない 特に確定拠出年金制度においては 運用成果にかかわらず個々人の資産額に一定率の課税を行うことになるうえ 残高は大きいものの低リスク運用を行う定年直前者および年金受給者に過重な税負担を求めることになり 特別法人税の課税は大きな問題がある 特別法人税については 撤廃すべきである 2. 拠出限度額の見直し (1) 拠出限度額の定めを廃止すること 21
22 公的年金の給付水準の中長期的な給付調整が行われる見込みの中で 自助努力による老後所得の確保は 今後より一層求められていくものと考えられるが そのような中で 確定拠出年金はさらに大きな役割を果たすものであり 企業の自由な制度設計を阻害する大きな要因である拠出限度額は廃止すべきである (2) 拠出限度額を引き上げること 拠出限度額を廃止することが困難な場合 さらなる拠出限度額の引き上げを行うべきである 拠出限度額は確定拠出年金制度発足時点に比較し大きく引き上げが進展した しかし より一層の拡充が制度の普及拡大に資するものと考えられる 特に 企業型確定拠出年金では若年層の掛金は低く 中高齢者になるほど掛金が高くなる制度設計が一般的であり (2013 年連合会調査では 84.8% が該当 ) 全従業員に一律に適用される拠出限度額の定めが中高齢者の掛金額を制約する要因となっている 世界的にみても わが国の拠出限度額は低く抑えられている ( アメリカにおける DC プランの拠出限度額 ( 従業員拠出金と事業主拠出金を合わせた金額 ) は年間 55,000 ドルと大きなものになっている (2018 年 )) 拠出限度額を超えた掛金について 課税後拠出を認めるべきとの考え方もあるが まずは拠出限度額を引き上げるべきである また 改正法によって個人型確定拠出年金の加入者の対象範囲が拡大され 公務員 国民年金の第 3 号被保険者 企業年金加入者も加入可能となったが 拠出限度額に関しては 被保険者の区分や企業年金制度の有無によって異なっている 個人型確定拠出年金の利便性向上と普及のために統一した拠出限度額にすべきである なお 企業型確定拠出年金の拠出限度額は 厚生年金基金における望ましい給付水準 ( 退職直前給与の 6 割程度の水準 ) を掛金に置き換えて設定されたものであるが 今後も存続を予定する厚生年金基金が僅かであることを勘案し 退職前所得の 6 割という水準の是非も含め 拠出限度額の設定方法について検討すべきである (3) 拠出限度額を 2 分の 1 とする定めを廃止すること 拠出限度額を廃止することが困難な場合 他の企業年金制度併用時に拠出限度額を 2 分の 1 とする定めを廃止すべきである 他の企業年金制度を実施している場合 その制度内容や給付水準にかかわらず一律に拠出限度額が 2 分の 1 とされる定めは 複数の制度を併用して 自由 22
23 な給付設計をする際の大きな障害となっている 例えば 確定給付型企業年金と企業型確定拠出年金を導入している企業が 企業型確定拠出年金の比率を引き上げる際に この定めにより不十分な引き上げ額となるのを回避するため やむなく確定給付型企業年金を廃止した事例もある また 後述のように マッチング拠出を行う際の拠出限度額をも同時に制約している 拠出限度額の制限により その他の企業年金制度の給付水準の低い中小企業ほど不公平が生じている 拠出限度額については 他の企業年金制度を併用している場合において 2 分の 1 へ縮小すべきではない 3. マッチング拠出に関する規制撤廃 改正法では 企業型確定拠出年金の実施企業においても規約で規定することで加入者が個人型確定拠出年金に加入することが可能となるが マッチング拠出も順調に普及しており 規約ベースでは 38.2% に達している (2018 年 4 月末 厚生労働省公表 ) 前述の企業型確定拠出年金と個人型確定拠出年金を併用する場合の個人型確定拠出年金の掛金は 企業型確定拠出年金の事業主掛金の額に左右されず 事業主掛金の額を超えて拠出することが認められており 自助努力としてのマッチング拠出についても事業主掛金額にかかわらず認められるべきであり マッチング拠出における加入者拠出掛金については限度額規制を撤廃すべきである マッチング拠出については 加入者の拠出可能な限度額を制約することで その利用にあたって 社内での不公平が生じることが 多くの企業の懸案となっている 現行の加入者拠出掛金額は 事業主掛金以下かつ労使合計で拠出限度額を超えないこと となっているが 若年層については 事業主掛金以下 という制約により低いマッチング拠出枠にとどまること 中高年層については 労使合計で拠出限度額を超えないこと という制約により拠出自体ができない事例があるなど 利用範囲が制約されている さらに 厚生年金基金や確定給付企業年金を併用しているため拠出限度額が 2 分の 1( 現行月額 27,500 円 ) となっている規約においては マッチング拠出枠も半分となるため 利用可能額がさらに少ないものとなっている マッチング拠出は個人が主体的にその拠出額を決定するものであるが 事業主の制度設計によって拠出枠が増減することにより 制度を分かりにくいものとしている 企業型確定拠出年金を導入している企業からも マッチング拠出額の制限が制度運営管理の複雑さを招いているとの指摘がある ( 連合会調査では マッチング未実施企業の最大理由は 会社の事務負担が大きい (58.6%) である ) 23
24 加入者にとって複雑なルールが分かりにくいことから 利用率が高まらないことも課題となっている (2016 年連合会調査では マッチング拠出利用者が利用対象者の 2 割に達しない企業が 44.6% を占める ) なお マッチング拠出の額は 企業型掛金拠出単位期間につき 1 回のみ変更できることとされているが 継続投資教育の受講により マッチング拠出を始める意欲が高まったとしても 昇給時等に既に拠出額の変更を行っている場合は 次回の変更時まで相当期間待たなければならないといった事態が生じており 変更回数については 労使合意による柔軟な取扱いを認めるべきである 4. 脱退一時金受取要件の緩和 (1) 脱退一時金受取要件の緩和 企業年金連合会は 確定拠出年金制度の脱退一時金受取要件の緩和を長年にわたり要望してきた しかし 今般の改正法では 要望の方向とは逆に要件が厳格化され 保険料免除者でなければ脱退一時金を受け取ることができなくなった そもそもわが国の退職給付制度は退職一時金制度に由来し 老後資金準備だけを目的としていない 倒産 解雇等による予期せぬ失職時の一時金は 雇用保険の失業給付とともに大きな生活の支えとなるものであり 現役時代の生活保障のためにも利用されるべきである 有利な老後資産形成のチャンスであるマッチング拠出を利用しない加入者においては その理由として 中途退職時に脱退一時金として受けられないこと 自分のお金であるのに解約受取できないこと をあげる者が多いとの声が寄せられている 加入者も脱退一時金受取要件の緩和を望んでいると考えられる 企業型確定拠出年金の目的は老後生活の安定に資することであるが 企業の倒産や解雇による生活困窮などの理由による脱退一時金の受取を可能とすべきであり 脱退一時金の受取要件を緩和するほか 個人別管理資産の一定額を脱退一時金として受け取ることについても可能とすべきである (2) 外国人の帰国に伴う脱退一時金受取の容認 短期在留外国人の国外転出時には厚生年金保険においても脱退一時金の制度がある その一方で 民間の企業年金制度が 60 歳まで原則受取不可となっていることは厳しい制約となっている 近年 外国人労働者が増えている ( 約 128 万人 平成 29 年 10 月末現在 厚 24
25 生労働省公表 ) が 帰国する際 現行法の範囲で脱退一時金を受け取れない場合は 60 歳まで日本国内に資産を留め置くことになる 支給要件を満たした将来に帰国する外国人と連絡がつかない場合 受取機会を逸することにもなりかねない これを理由として確定拠出年金制度の加入を回避する新入社員もある 外国人が帰国する際の特例として脱退一時金受取の対応を検討するべきである 5. 制度間ポータビリティの拡充 (1) 制度 ( 事業主 ) 単位での資産移換 1 退職一時金から企業型確定拠出年金への資産の一括移換を認めること 退職一時金制度の全部又は一部を企業型確定拠出年金へ資産移換する場合 4~8 年度に分割して資産移換することと定められているが 外部積立を早期に実現し 受給権を確保することが望ましいことから その一括移換についても認め 1~8 年度の間で自由に選択して移換ができるようにすべきである (2) 個人単位での資産移換 1 企業型確定拠出年金から企業年金連合会への資産移換を認めること 改正法では 企業型確定拠出年金の中途脱退者の個人別管理資産について 確定給付企業年金への移換を可能とされたが 確定給付企業年金の規約において当該資産の受入について規定されていないときは 確定給付企業年金への移換はできない したがって 当該資産の移換先として 確定給付型の通算企業年金を支給する企業年金連合会も選択肢として加えるべきである 2 退職一時金等の企業年金への資産移換を認めること 老後の資産形成を支援するためには 広く退職給付制度のポータビリティが実現することが望ましい 個人単位でも中途退職した際 希望する者の資産が老後に引き継げる方策が必要である 退職一時金について本人が希望した場合 非課税措置を継続したまま 確定拠出年金等の制度へ資産移換を認めるべきである 中小企業退職金共済等からの退職金についても同様に 本人が希望した場合に確定拠出年金等の制度へ資産移換を認めるべきである 25
26 6. 資格喪失年齢の取扱い 企業型確定拠出年金の加入者の資格喪失について その規約において 60 歳以上 65 歳以下の一定年齢に達したときに資格喪失することが定められているときは 60 歳を超えて資格喪失することが認められている ただし この取扱いは 60 歳に到達する前から実施事業所に使用されている者が 60 歳到達後も引き続き同一の実施事業所に使用される場合に限定されている 一方で 高年齢者雇用確保措置として 60 歳以降で定年となった者が 同日付で同一企業グループ内の事業主に雇用される場合なども少なくないと考えられる したがって 同一規約内であるかどうかにかかわらず同一企業グループ内において 上記のような取扱いが行われるような場合で 60 歳以降で雇用される企業の規約に 65 歳以下の一定年齢に達したときに資格喪失することが定められているときは 当該規約の定めるところにより加入者資格を認めるべきである また 総合型の実施事業主のひとつが 単独型に移行して企業型確定拠出年金を新規に実施するような場合なども同様の取扱いとすべきである 7. 通算加入者等期間の取扱い 老齢給付金の支給の請求については 加入者であった者の通算加入者等期間に応じて その請求開始可能年齢が定められているが 通算加入者等期間は 規約で定める資格喪失年齢にかかわらず 一律に 60 歳に達した日の前日が属する月以前の期間 までに限られている 例えば 55 歳で企業型確定拠出年金の加入資格を取得して 62 歳で退職により資格喪失する場合 老齢一時金受取時の退職所得控除額計算上の勤続年数は 62 歳までの 7 年となるが 通算加入者等期間は 60 歳までの 5 年となり 支給開始は 63 歳からとなる この場合 通算加入者等期間も 7 年となれば 62 歳の退職時からの支給が可能となる 企業型確定拠出年金の通算加入者等期間については 65 歳以下の規約で定める年齢 ( 資格喪失の時期 ) まで算入すべきである 8. その他 ( 退職所得の受給に関する申告書 に係るマイナンバーの取扱い ) 企業年金の受給権者が老齢給付金を一時金で受け取る場合に提出することと 26
27 なる 退職所得の受給に関する申告書 には個人番号 ( マイナンバー ) の記載が必要とされているが この申告書を踏まえて作成される 退職所得の源泉徴収票 については 支払者が税務署に提出する場合 役員に支払う退職手当等以外は提出が不要とされており また 支払者が受給権者に交付する場合 受給権者のマイナンバーは記載事項とされていない 退職所得の受給に関する申告書 への不必要と考えられるマイナンバーの記載を不要とすることにより 受給権者及び支払者の事務の効率化や郵便事故等による情報漏えい等のリスク回避が図られることから 当該申告書へのマイナンバーの記載は 役員が退職手当等を受給するために提出する場合を除き 不要とすべきである なお 平成 30 年 4 月 1 日施行の所得税法施行規則の改正により 公的年金等の受給者の扶養親族等申告書 への受給者のマイナンバーの記載については 支払者が地方公共団体情報システム機構 (J-LIS) から当該受給者のマイナンバーの提供を受けて その者の氏名及びマイナンバー等を記載した帳簿を備えている場合には 記載不要とされたところである 退職所得の受給に関する申告書 への不必要と考えられるマイナンバーの記載を不要とすることが困難である場合は 少なくとも 支払者において J-LIS から提供を受けた受給者のマイナンバー等を記載した帳簿を備えているときは 上記の扶養親族等申告書の取扱いと同様にマイナンバーの記載を不要とすべきである 以上 27
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        確定給付企業年金法施行規則等の 一部を改正する省令案について 1 < 目次 > 1. 給付の現価相当額の計算の基礎となる予定利率の見直し 2 3. 受託保証型確定給付企業年金 ( 受託保証型 DB) を実施する場合の拠出方法の見直し 3 4.1 積立不足に伴い拠出する掛金の拠出時期の変更 4 2 積立不足に伴い拠出する掛金の額の算定方法の変更 5 5. 実施事業所減少時の掛金の一括拠出額の見直し 6    

    
        More information 
    




    
        確定拠出年金制度に関する改善要望について
    

    
        
        平成 28 年 6 月 30 日 厚生労働省年金局企業年金国民年金基金課御中 一般社団法人全国銀行協会業務部 確定拠出年金制度に関する改善要望について 平素は格別のご高配を賜り 厚くお礼申しあげます 平成 13 年 10 月からスタートした確定拠出年金制度につきましては 私どもの会員においても 運営管理機関や資産管理機関等として 制度の健全な普及 発展のため努力しているところであります 今般 当協会は    

    
        More information 
    




    
        確定拠出年金小委員会とりまとめについて.PDF
    

    
        
        確定拠出年金小委員会とりまとめについて 1 DB DC のイコールフッティング (1) 拠出限度額 現行の拠出限度額は 月単位で完結してしまうことなどから 若年層は膨大な額の未使用枠が生じる一方 中高齢者は掛金を出したくても出せない状況に陥るなどの問題が生じている さらに マッチング拠出枠が制約される点も含め 老後の資産形成の可能性を狭めている そのため DC の拠出限度額は撤廃すべきであるが それが困難な場合でも    

    
        More information 
    




    
        2013（平成25年度） 確定拠出年金実態調査 調査結果について.PDF
    

    
        
        ( 本件に関する問合せ先 ) 企業年金連合会会員センター運用 運営調査室板屋 工藤 TEL 03-5401-8712 FAX 03-5401-8727 2013( 平成 25 年度 ) 確定拠出年金実態調査調査結果について 平成 26 年 12 月 16 日 企業年金連合会 企業年金連合会では 確定拠出年金の運営状況について統計的に把握し 実施事業主の制度運営上の参考に供するとともに 制度の普及および発展に資することを目的に    

    
        More information 
    




    
        中小企業の退職金制度への ご提案について
    

    
        
        中小企業のための選択制の制度設計について SBI ベネフィット システムズ株式会社 2013/7/4 確定拠出年金 (DC) とは 事業主が毎月掛金を拠出 加入者の確定拠出年金口座に入金します 加入者は自身の判断で運用商品の選択 変更を行うことができます 受取金額は運用成果によって異なります 原則 60 歳で受給権を取得 ( ) し 年金又は一時金で受け取ります ( ) 通算加入者等期間が 10 年に満たない場合    

    
        More information 
    




    
        年金制度の体系 現状 ( 平成 26 年 3 月末現在 ) 加入員数 48 万人 加入者数 18 万人 加入者数 464 万人 加入者数 788 万人 加入員数 408 万人 国民年金基金 確定拠出年金 ( 個人型 D C ) 確定拠出年金 ( 企業型 DC) 厚生年金保険 被保険者数 3,527
    

    
        
        企業年金制度等について 働き方の多様化等に対応し 企業年金の普及 拡大を図るとともに 老後に向けた個人の継続的な自助努力を支援するため 個人型確定拠出年金の加入者範囲の見直しや小規模事業主による個人型確定拠出年金への掛金追加納付制度の創設 個人型確定拠出年金の実施主体である国民年金基金連合会の業務追加等の措置を講ずる Ⅰ 概要 確定拠出年金法等の一部を改正する法律案 DC: 確定拠出年金 DB: 確定給付企業年金    

    
        More information 
    




    
        企業年金のポータビリティ制度 ホ ータヒ リティ制度を活用しない場合 定年後 : 企業年金なし A 社 :9 年 B 社 :9 年 C 社 :9 年 定年 ホ ータヒ リティ制度を活用する場合 ホ ータヒ リティ制度活用 ホ ータヒ リティ制度活用 定年後 :27 年分を通算した企業年金を受給 A
    

    
        
        脱退一時金受給にあたってのご案内 2007.1.10 改定 このたび あなたは当基金 ( サンヨー連合厚生年金基金 ) を脱退されましたので お支払させていただきます 基本年金 及び 脱退一時金 についてご案内させていただきます 下記の説明をよく読んで 別添の 基本年金及び加算給付 ( 脱退一時金 ) 選択申出書 により当基金へお申し出ください 基本年金について 1. 基本年金のお取扱いについて基本年金については    

    
        More information 
    




    
        年金制度のポイント
    

    
        
        第 7 章企業年金制度等 1 企業年金等の意義 企業年金等は 公的年金の上乗せの給付を保障することにより 国民の多様な老後のニーズに応え より豊かな生活を送るための制度として重要な役割を果たしています 現在 企業年金等として多様な制度が設けられており 企業や個人は これらの中からニーズに合った制度を選択することができます 2 確定給付型と確定拠出型 確定給付型とは 加入した期間などに基づいてあらかじめ給付額が定められている年金制度です    

    
        More information 
    




    
        今後検討すべき課題について 日本経済団体連合会社会保障委員会年金改革部会長代理小林由紀子 2019 年 3 月 19 日 1
    

    
        
        今後検討すべき課題について 日本経済団体連合会社会保障委員会年金改革部会長代理小林由紀子 2019 年 3 月 19 日 1 1. 企業年金を取り巻く環境変化 ~ 雇用の変容 ~ 日本の労働市場においては 近年 女性 高齢者 外国人など人材の多様化が進むとともに 労働移動が活発化している 特に高齢者については 雇用安定法改正や人手不足感の高まりなどを背景として就業率が大幅に伸長し 継続雇用制度 (    

    
        More information 
    




    
        確定拠出年金法の改正内容と意義 年金確保支援法の概要 国民年金及び企業年金等による高齢期における所得の確保を支援するための国民年金法等の一部を改正する法律案 1 国民年金法の一部改正 1 保険料の納付可能期間の延長 (2 年 10 年 ) し 本人の希望により保険料を納付し年金受給につなげる 2 第
    

    
        
        確定拠出年金法の改正内容と意義 年金確保支援法の概要 国民年金及び企業年金等による高齢期における所得の確保を支援するための国民年金法等の一部を改正する法律案 1 国民年金法の一部改正 1 保険料の納付可能期間の延長 (2 年 10 年 ) し 本人の希望により保険料を納付し年金受給につなげる 2 第 3 号被保険者に重複する第 2 号被保険者期間が判明し年金記録が訂正された場合 保険料納済期間として取り扱う    

    
        More information 
    




    
        Microsoft Word - ï¼‚ç´ıå¿œçﬂ¨ docx
    

    
        
        第 1 問 X 株式会社 ( 以下 X 社 という ) に勤務するAさん (58 歳 ) は 妻 Bさん (55 歳 ) との2 人暮らしである X 社は 65 歳定年制を採用しているが 再雇用制度が設けられており その制度を利用して同社に再雇用された場合 最長で 70 歳まで勤務することができる Aさんは 65 歳になって定年退職した後に他社で再就職する場合と再雇用制度を利用してX 社に勤務し続けた場合における雇用保険からの給付や公的年金制度からの老齢給付について理解したいと思っている    

    
        More information 
    




    
        スライド 1
    

    
        
        60 歳以降に退職される方へ ~ 確定拠出年金 (DC) に係る手続きのご案内 ~ 確定拠出年金 (DC) を受け取るには ご自身で JIS&T 社 に請求手続を行う必要があります 重要 YKK グループ確定拠出年金 日本インヘ スター ソリューション アント テクノロシ ー という会社の略称で YKK ク ルーフ の業務委託を受け 加入者の DC 専用口座の記録の管理等を行っている会社です 退職後の問い合わせ窓口は    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D208AE98BC6944E8BE090A FC90B382C98AD682B782E D8E968D802E646F63>
    

    
        
        厚生労働省御中 企業年金制度改正に関する要望事項 企業の資金調達の円滑化に関する協議会 ( 企業財務協議会 ) 平成 19 年 11 月 少子高齢化の進展 国民の老後生活の多様化等を踏まえ 老後の所得保障を充実したものとするためには 公的年金の上乗せ年金である企業年金の果たす役割はますます重要となってきております 今後 確定拠出年金や確定給付企業年金等がその役割を果たし 労使双方の多様なニーズに応えられる自由度の高い制度設計を実現可能とするため    

    
        More information 
    




    
        将来返上認可 過去返上認可 6 基金 解散認可 1 基金 一括納付による解散である 3 指定基金制度ア概要年金給付等に要する積立金の積立水準が著しく低い基金を 厚生労働大臣が指定します この指定された基金に対して 5 年間の財政健全化計画を作成させ これに基づき事業運営を行うよう重点的に指導すること
    

    
        
        11 年金課 (1) 厚生年金基金 1 制度の概要等ア概要厚生年金基金は 厚生労働大臣の認可を受けて企業の事業主が母体企業とは別の法人格を持った公法人である厚生年金基金を設立し 国の老齢厚生年金の一部を代行するとともに 独自の上乗せ給付を併せて支給することにより 加入員の老後における生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的とした制度として 昭和 41 年 11 月に導入されました 近畿厚生局では    

    
        More information 
    




    
        中小企業退職金共済制度加入企業の実態に関する調査結果の概要
    

    
        
        中小企業退職金共済制度加入企業の実態に関する調査結果の概要 平成 19 年 3 月 独立行政法人勤労者退職金共済機構中小企業退職金共済事業本部 < 調査の概要 > 1 調査対象企業調査 : 中小企業退職金共済制度 ( 以下 中退共制度 という ) 加入企業全体を対象とし 従業員規模別に抽出率を設定し 5,500 企業を抽出した 個人調査 : 中退共制度の被共済者全体を対象とし 企業調査の対象企業に対し    

    
        More information 
    




    
        年金・社会保険セミナー
    

    
        
        年金 退職金会社員が知っておきたい 3 つのこと 年金研究所コンシリウス www.kinyuchishiki.jp < 年金制度のしくみ > 3 階部分 2 階部分 国民年金基金 確定拠出年金 ( 個人型 ) 確定拠出年金 ( 企業型 ) 確定給付企業年金 厚生年金保険 厚生年金基金 代行部分 年金払い退職給付 1 階部分 国民年金 ( 基礎年金 ) 自営業者など 会社員 第 2 号の公務員など被扶養配偶者    

    
        More information 
    




    
        移換手続きの手引き (60 歳前に企業型 DC のある企業をご退職されたお客さまへ ) この資料では 確定拠出年金を DC (Defined Contribution) と記載しています 北陸銀行 平成 30 年 4 月現在
    

    
        
        移換手続きの手引き (60 歳前に企業型 DC のある企業をご退職されたお客さまへ ) この資料では 確定拠出年金を DC (Defined Contribution) と記載しています 北陸銀行 平成 30 年 4 月現在 目次 1. 60 歳前ご退職のお客さまへ 2. お手続の流れ 3. ご自宅に送付される資料 4. 60 歳前に会社を退職した場合の手続フロー 5. 手続を放置したらどうなるか    

    
        More information 
    




    
        2/5 ヘ ーシ Q1. 年金通算とは何ですか? A. これまで各企業や基金では 加入者の老後の安定の一助となるよう さまざまな年金制度をつくり運営してきました しかし 従来の終身雇用を前提とした制度では 現代のライフスタイルに対応することが難しくなってきています 転職など雇用の流動化に対応し これ
    

    
        
        選択選択1/5 ヘ ーシ 確定給付企業年金 Q&A 確定給付企業年金とは 退職までの勤続年数に基づき勤続ポイントの累計によって決まる額のことです 勤続年数によって 受け取り方の選択肢が異なりますので まず下表でご確認ください  確定給付企業年金の受け取り方について 勤続年数 3 年以上 20 年未満の方 A へ 勤続年数 20 年以上の方 B へ A を受ける Q2 へ 移換 Q1 へ    

    
        More information 
    




    
        個人型確定拠出年金の加入対象者の拡大
    

    
        
        証券 金融取引の法制度 2016 年 6 月 13 日全 8 頁 個人型確定拠出年金の加入対象者の拡大 確定拠出年金法改正 ~ 公務員 専業主婦 主夫も対象に 金融調査部主任研究員鳥毛拓馬 [ 要約 ] 2016 年 5 月 24 日 確定拠出年金法や確定給付企業年金法などを改正する 確定拠出年金法等の一部を改正する法律案 が衆議院本会議で可決 成立した 今般の改正により 個人型確定拠出年金の加入者の範囲の見直し    

    
        More information 
    




    
        平成 31 年 3 月 19 日 公益社団法人日本年金数理人会 企業年金制度の普及および改善に関する提言 1. はじめに 我が国では 平均寿命 健康寿命が延伸を続け高齢期の長期化が見込まれており 定年延長や雇用延長による高齢者の就労が進みつつあるが 少子高齢化による労働人口の減少に伴い高齢者の就労は
    

    
        
        平成 31 年 3 月 19 日 公益社団法人日本年金数理人会 企業年金制度の普及および改善に関する提言 1. はじめに 我が国では 平均寿命 健康寿命が延伸を続け高齢期の長期化が見込まれており 定年延長や雇用延長による高齢者の就労が進みつつあるが 少子高齢化による労働人口の減少に伴い高齢者の就労は今後更に拡大するものと思われる こうした環境下 政府は 人生 100 年時代構想会議 において 働く意欲がある高齢者がその能力を十分に発揮できるよう    

    
        More information 
    




    
        スライド 1
    

    
        
        平成 24 年 3 月末で適格退職年金は終了します 今すぐ お手続きを開始ください 適格退職年金につきましては 平成 24 年 3 月末までに 他の企業年金制度等へ移行するなどの対応が必要です 閉鎖型適格退職年金 ( 加入者がおらず 受給者のみで構成された適格退職年金 ) についても 期限までに移行する必要があります 適格退職年金の移行先には以下の制度 があり 平成 24 年 3 月末までは 適格退職年金の年金資産を非課税で移換することができます    

    
        More information 
    




    
        ご自身の加入限度額は? 加入条件 お さまの 性 自 者 年金 者種 1 者 に確定 年金や 確定拠出年金 ( 型 ) がない 確定拠出年金 ( 型 ) に加入している 2 者 加入できる 確定 年金がある 者 基本的には 60 歳未満のすべての方 にご加入いただけます 国民年金を免除されている方等
    

    
        
        確定拠出年金を 知ろう! 確定拠出年金の基本的な仕組について学んでいきましょう 掛金の限度額や各種税制メリットなど加入者ごとによって異なります 特に制度ご利用に関しては留意すべき事項もありますので確認しましょう ご自身の加入限度額は? 制度の全体像と各種税制メリット 加入する際の留意点 各種手数料について 当資料は 平成 28 年 12 月現在の税制 税率にもとづき作成しております 税制 税率は将来変更されることがありますのでご注意ください    

    
        More information 
    




    
        みずほインサイト 政策 2018 年 10 月 18 日 ideco 加入者数が 100 万人超え加入率引き上げへさらなる制度見直しを 政策調査部上席主任研究員堀江奈保子 naoko. ideco( 個人型確定拠出年金 ) の加入
    

    
        
        みずほインサイト 政策 2018 年 10 月 18 日 ideco 加入者数が 100 万人超え加入率引き上げへさらなる制度見直しを 政策調査部上席主任研究員堀江奈保子 0-591-108 naoko. horie@mizuho-ri.co.jp ideco( 個人型確定拠出年金 ) の加入者数が 100 万人を超えた 2017 年 1 月の改正により ほぼ全ての現役世代が ideco に加入できるようになったためであるが    

    
        More information 
    




    
        確定拠出年金とは 確定拠出年金は 公的年金に上乗せして給付を受ける私的年金のひとつです 基礎年金 厚生年金保険と組み合わせることで より豊かな老後生活を実現することが可能となります 確定拠出年金には 個人型 と 企業型 のつのタイプがあります 個人型確定拠出年金の加入者は これまで企業年金のない企業
    

    
        
        事業主の皆さまへ 従業員の方の老後に備え 個人型確定拠出年金制度 (ideco) のご案内 老後への備えに関するご相談はあなたの街の 信用金庫 へ 本パンフレットは 従業員の方が こうのう積立年金プラン に加入される際に必要となる事業主の方の手続きなどについて簡単にまとめたものです 従業員の方が こうのう積立年金プラン に加入することができるよう ぜひご協力をお願いします 興能信用金庫 確定拠出年金とは    

    
        More information 
    




    
        上乗部分Q1. 基金制度のどの給付区分が分配金の対象となるのか A1 基金の給付区分は 国の厚生年金の一部を代行している 代行部分 と 基金独自の 上乗部分 から構成されています 代行部分は 解散により国に返還され 解散後は国から年金が支給されますので 分配金の対象となるのは基金独自の上乗部分となり
    

    
        
        厚生年金基金残余財産の 分配金に係る Q&A 目次 Q1. 基金制度のどの給付区分が分配金の対象となるのか 1 Q2. 分配金の特徴はなにか 2 Q3. 分配金はいつ支払われるのか 3 Q4. 分配金は何を基準にしてどのように計算されるのか. 4 Q5. 分配金の算定基礎となる最低積立基準額とはどのようなものか 5 Q6. 他者と比較して分配金の水準が大きい方がいるがその理由はなにか. 7 Q7.    

    
        More information 
    




    
        Microsoft Word - 法令解釈通知（新旧）
    

    
        
        確定拠出年金制度について ( 平成 13 年 8 月 21 日年発第 213 号 ) 新旧対照表 改正後現行 第 1 企業型年金規約の承認基準等に関する事項 1.~3.( 略 ) 4. 運用の指図に関する事項個人別管理資産の運用の指図のない状態を回避する方法として 加入者等から運用の指図が行われるまでの間において運用を行うため あらかじめ定められた運用方法を企業型年金規約において設定することができること    

    
        More information 
    




    
        スライド 1
    

    
        
        社長! コスト削減と 福利厚生の拡充が 同時にできる方法があります Copyright 2014 アセット アドバンテージ All Rights Reserved 1 社会保険料の負担を軽減したい 法人税の圧縮をしたい 福利厚生を拡充したい 社員教育も充実させたい 社長のお悩み解決します! Copyright 2014 アセット アドバンテージ All Rights Reserved 2 ご存知ですか?    

    
        More information 
    




    
        確定給付企業年金制度のご案内 ━　大阪府電設工業企業年金基金のご案内　━
    

    
        
        確定給付企業年金制度のご案内 大阪府電設工業企業年金基金のご案内 1. 設立の意義 このたび 大阪府電設工業企業年金基金は 加入者の老後の生活の安定を図ることを目的として 平成 29 年 4 月 1 日に厚生労働大臣より設立の認可が得られ 新制度がスタートしました 少子高齢化が進み公的年金の縮小が懸念されるなか 老後の所得保障の一助として 公的年金に上乗せして支給する企業年金の役割は決して小さくないと考えられます    

    
        More information 
    




    
        平成１９年度分から
    

    
        
        平成 1 9 年度分から 個人がかわります 個人道民税と個人市町村民税をあわせて 一般に個人と呼ばれています 以下 と表記します 税源移譲により税率が変わります どのように変わるの? の所得割の税率が に統一されます の所得割の税率は 課税所得の金額に応じて 3 段階 ( 超過累進構造 ) に分けられていましたが 課税所得の多少に関わらず一律 ( 比例税率構造 ) に統一されます 税源移譲前税源移譲後平成    

    
        More information 
    




    
        社会人として生活していくうえで必要な知識には様々なものがありますが 年金 健康保険 税金に関する知識や その支払いなどの金融に関する知識はその一つといえます また 充実した人生を送るためには ライフプラン マネープランについて学ぶことが重要であり セカンドライフに向けては 国民年金 厚生年金といった
    

    
        
        2018 年版 社会人として生活していくうえで必要な知識には様々なものがありますが 年金 健康保険 税金に関する知識や その支払いなどの金融に関する知識はその一つといえます また 充実した人生を送るためには ライフプラン マネープランについて学ぶことが重要であり セカンドライフに向けては 国民年金 厚生年金といった公的年金に加え 確定拠出年金などの自助努力による資産形成が不可欠です 公的年金は国が年金資産の運用を行ってくれますが    

    
        More information 
    




    
        問題 2A 1 一〇五 % 2 いずれにも該当しない 3 〇 九 4 一五〇 % 5 一〇五 % 6 解散計画等 以下の同意が必要である 交付の申出に係る残余財産を分配すべき解散基金加入員等が使用される設立事業所の 事業主の全部 当該設立事業所に使用される厚生年金基金の加入員の二分の一以上の者 (
    

    
        
        問題 1 A ( ウ ) B ( テ ) C ( ク ) D ( シ ) E ( コ ) F ( ヌ ) A ( ク ) B ( ハ ) C ( カ ) D ( ミ ) E ( ク ) F ( ネ ) G ( ス ) H ( セ ) 設問 3 A ( イ ) B ( カ ) C ( ケ ) D ( タ ) E ( ツ ) F ( ネ ) 設問 4 A ( ヘ ) B ( フ ) C ( コ ) D    

    
        More information 
    




    
        個人型確定拠出年金（iDeCo）の加入状況
    

    
        
        金融資本市場 07 年 0 日全 頁 個人型確定拠出年金 (ideco) の加入状況 07 年 ~8 は会社員や公務員の加入が増加 加入者数は約 倍に 金融調査部研究員佐川あぐり [ 要約 ] 個人型確定拠出年金 (ideco) は 07 年 から加入対象範囲が拡大し 基本的に 0 歳未満の成人国民は誰もが利用できる制度となった 加入対象範囲が拡大した影響により 07 年 以降 ideco の加入者数は急増してい    

    
        More information 
    




    
        日本再興戦略 改訂 2015 平成 27 年 6 月 30 日に閣議決定された 日本再興戦略 改訂 2015 においては 企業が確定給付企業年金を実施しやすい環境を整備するため 確定給付企業年金の制度改善について検討することとされている - 日本再興戦略 改訂 2015( 平成 27 年 6 月 3
    

    
        
        確定給付企業年金の改善について 1. 財政悪化を想定した リスク対応掛金 の導入 2. 確定給付企業年金の選択肢の拡大 ( リスク分担型 DB( 仮称 ) の導入 ) 日本再興戦略 改訂 2015 平成 27 年 6 月 30 日に閣議決定された 日本再興戦略 改訂 2015 においては 企業が確定給付企業年金を実施しやすい環境を整備するため 確定給付企業年金の制度改善について検討することとされている    

    
        More information 
    




    
        社会人として生活していくうえで必要な知識には様々なものがありますが 年金 健康保険 税金に関する知識や その支払いなどの金融に関する知識はその一つといえます また 充実した人生を送るためには ライフプラン マネープランについて学ぶことが重要であり セカンドライフに向けては 国民年金 厚生年金といった
    

    
        
        社会人として生活していくうえで必要な知識には様々なものがありますが 年金 健康保険 税金に関する知識や その支払いなどの金融に関する知識はその一つといえます また 充実した人生を送るためには ライフプラン マネープランについて学ぶことが重要であり セカンドライフに向けては 国民年金 厚生年金といった公的年金に加え 確定拠出年金などの自助努力による資産形成が不可欠です 公的年金は国が年金資産の運用を行ってくれますが    

    
        More information 
    




    
        Ⅰ. 厚生年金基金の取扱について 1. 残余財産の分配について (1) 分配の有無 Q1: 代行部分返納後に残余財産があれば 基金の上乗せ部分に係る 分配金 として 加入者 受給待期者 受給者に分配することになりますが 現時点および最終時点で残余財産はいくらになりますか? A1: 仮に平成 27 年
    

    
        
        基金解散および後継制度について Q&A 事業主様用 平成 28 年 1 月 8 日 関東六県電気工事業厚生年金基金 1 Ⅰ. 厚生年金基金の取扱について 1. 残余財産の分配について (1) 分配の有無 Q1: 代行部分返納後に残余財産があれば 基金の上乗せ部分に係る 分配金 として 加入者 受給待期者 受給者に分配することになりますが 現時点および最終時点で残余財産はいくらになりますか? A1:    

    
        More information 
    




    
        ることにより 例えば 掛金の年払いや半年払いが可能になるほか 賞与の支給月に通常月より多く拠出することも可能になる (2) ライフコースの多様化への対応働き方の多様化が進むなか 生涯にわたり継続的に老後に向けた自助努力を行う環境を整備するため 以下の改正が行われる a. 個人型 DCの加入対象者の拡
    

    
        
        みずほインサイト 政策 2016 年 5 月 31 日 確定拠出年金改正法が成立更なる普及のための 3 つの課題 政策調査部上席主任研究員堀江奈保子 03-3591-1308 naoko.horie@mizuho-ri.co.jp 確定拠出年金 (DC) の改正法が 2016 年 5 月 24 日に成立した 主な改正内容は 中小企業向けの簡易型 DC 制度の創設 個人型 DC の加入対象者の拡大 運用の改善等である    

    
        More information 
    




    
        b. 通算加入者等期間に算入する期間及び移換申出の手続きア. 移換元制度の算定基礎期間を ( 重複しない範囲で ) 全部合算することイ. 移換申出の手続きは 本人が移換元事業主に対して行うこと c. 手数料移換に関する手数料はかからないこと d. 課税関係確定給付企業年金の本人拠出相当額は拠出時にも
    

    
        
        第 Ⅳ 章 2-3. 他の企業年金制度からの移換 中途入社した方で 入社以前に勤めていた企業で加入していた厚生年金基金や確定給付企業年金制度 企業年金連合会の 脱退一時金相当額 ( 年金給付等積立金を含む ) を受け取らず かつ本人が希望する場合には 確定拠出年金制度へ移換することが出来ます この手続きについて説明します ポータブル相関図 厚生年金基金 確定給付年金 企業年金連合会 確定拠出年金 (    
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        5. 退職一時金に係る就業規則のとりまとめ 退職一時金に係る就業規則の提供があった企業について 退職一時金制度の状況をとりまとめた なお 提供された就業規則を分析し 単純に集計したものであり 母集団に復元するなどの統計的な処理は行っていない 退職一時金の支給要件における勤続年数 退職一時金を支給する
    

    
        
        平成 3 0 年 1 月株式会社ナビット 平成 29 年度民間企業における退職給付制度の実態に関する調査研究 報告書 ( 概要 ) 1. 調査研究の目的 国家公務員退職手当制度の検討を行う際の基礎資料とすることを目的とし 企業が作成している就業規則のうち 退職給付に関する事項について記された部分を収集し 民間企業で採用されている退職給付制度の動向を分析する 2. 収集する就業規則 収集する就業規則は常勤の従業員に適用される退職一時金に係る就業規則    
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        <4D F736F F D20819C906C8E96984A96B1835A837E B C8E3693FA816A8E518D6C8E9197BF E646F63>
    

    
        
        平成 25 年 3 月 6 日 参考資料 65 歳までの継続雇用の確保について関連する法律 : 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の一部を改正する法律 ( 平成 24 年 8 月 29 日成立 9 月 5 日公布 平成 25 年 4 月 1 日施行 ) 1 2013 年度から 65 歳までの継続雇用の確保 を進める背景 2013 年度 ( 平成 25 年度 ) に 60 歳になる会社員 [1953    
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        退職金制度等の実態に関する調査
    

    
        
        平成 27 年度 退職金制度等の実態に関する調査 概 要 版 Ⅰ. 調査概要 調査目的 調査対象 一般企業における退職金制度及び退職金支給の実態について調査し 今後の中小企業退職金共済制度 ( 以下 中退共制度 ) のあり方を検討する基礎資料とする 東京商工リサーチの企業データベースのうち下記に該当する 社から 社を抽出 業 種 常用従業員数 一般業種 ( 製造 建設業等 ) 卸売業 サービス業 小売業    
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        Slide 1
    

    
        
        厚生年金基金の解散に伴う確定拠出年金への制度移行について SBI ベネフィット システムズ株式会社 ご提案のポイント 平成 26 年 4 月に厚生年金基金の解散及び制度移行を促すため 厚生年金保険法が改正されました 439 の厚生年金基金のうち すでに 384 基金が解散又は代行返上の方針を決めています ( 平成 27 年 4 月末現在 ) 基金が解散すると 厚生年金を上乗せする加算部分が消滅します    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D208A6D92E88B928F6F944E8BE E682AD82A082E982B28EBF96E2816A E646F6378>
    

    
        
        FAQ( よくあるご質問 ) 制度 共通 1 基礎年金番号は どのようなものですか 基礎年金番号とは 国民年金 厚生年金保険 共済組合といったすべての公的年金制度で共通して使用する10 桁の番号で 一人に一つの基礎年金番号が付番されています 確定拠出年金に関する各種お手続きをいただく際に必要となります 基礎年金番号は 年金手帳の他 基礎年金番号通知書 国民年金保険料の口座振替通知書 納付書 領収書等に記載されています    
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        2. 改正の趣旨 背景税制面では 配偶者のパート収入が103 万円を超えても世帯の手取りが逆転しないよう控除額を段階的に減少させる 配偶者特別控除 の導入により 103 万円の壁 は解消されている 他方 企業の配偶者手当の支給基準の援用や心理的な壁として 103 万円の壁 が作用し パート収入を10
    

    
        
        配偶者控除及び配偶者特別控除の見直し 1. 改正のポイント (1) 趣旨 背景 1 税制面では 配偶者のパート収入が 103 万円を超えても世帯の手取りが逆転しない 配偶者特別控除 が導入され 103 万円の壁 は解消されている 他方 企業の配偶者手当の支給基準の援用や心理的な壁として 103 万円の壁 が作用し パート収入を 103 万円以内に抑える傾向がある 所得控除額 38 万円の対象となる配偶者の給与年収の上限を    
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        Microsoft PowerPoint - 020_改正高齢法リーフレット＜240914_雇用指導・
    

    
        
        ( 事業主 労働者の方へ ) 平成 25 年 4 月 1 日から 希望者全員の雇用用確保を図るための高年齢者雇用安定法法が施行されます! 急速な高齢化の進行に対応し 高年齢者が少なくとも年金受給開始年齢までは意欲と能力に応じて働き続けられる環境の整備備を目的として 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律 ( 高年齢者雇用安定法 ) の一部が改正され 平成 25 年 4 月 1 日から施行されます 今回の改正は    
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        平成 29 年 1 月度実施実技試験 ( 保険顧客資産相談業務 ) 73
    

    
        
        平成 29 年 1 月度実施実技試験 ( 保険顧客資産相談業務 ) 73 実技試験 ( 保険顧客資産相談業務 ) 次の設例に基づいて 下記の各問 (1)~(3) に答えなさい 設例 個人事業主のAさん (50 歳 ) は 妻 Bさん (46 歳 ) とともに 地元の商店街で食料品を中心としたスーパーマーケットを営んでいる Aさんは 大学卒業後に入社した食品メーカーを退職した後に 現在の店を開業した    
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        国民年金法関連 国民年金保険料の追納 ( 改正法附則第 2 条 ) 施行日から 3 年以内の間 国民年金保険料の納付可能期間を延長 (2 年 10 年 ) し 本人の希望により保険料を納付することで その後の年金受給につなげることができるようにする ただし 2 年経過後の保険料は国債利率を基礎として
    

    
        
        年金確保支援法の解説 国民年金及び企業年金等による高齢期における所得の確保を支援するための国民年金法等の一部を改正する法律 2011 年 8 月 JP Actuary Consulting Co.,Ltd. ( 注 ) 政令等により定められる部分も見込みとして含まれていますので ご注意下さい 0 Copyright 2008,JP 2009,JP Actuary Consulting Co.,Ltd.    
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        2014（平成26）年度決算 確定拠出年金実態調査 調査結果について.PDF
    

    
        
        ( 本件に関する問合せ先 ) 企業年金連合会会員センター運用 運営調査室板屋 工藤 TEL 03-5401-8712 FAX 03-5401-8727 2014( 平成 26) 年度決算確定拠出年金実態調査調査結果について 平成 28 年 6 月 2 日企業年金連合会 企業年金連合会では 確定拠出年金の運営状況について統計的に把握し 実施事業主の制度運営上の参考に供するとともに 制度の普及および発展に資することを目的に    
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        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        で 老後資金準備を始めませんか? ideco( イデコ ) とは 個人型確定拠出年金 (individual-type Defined Contribution pension plan) の愛称です ideco は 自己責任で 自らの年金資産を運用し 運用成果がそのまま年金額に反映される制度です 公的年金を補完し ライフサイクルの変化に対応しながら生涯にわたって老後のための資金準備に備えられる 自分年金    
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        ideco 2 ideco , % 0 0 ideco SMAR T FOLIO DC
    

    
        
        1 1 ideco 10,000 400 600 800 1 18,000 24,000 36,000 2 30 540,000 720,000 1,080,000 1 2 15 60 60 02 1 4 3 2 1 ideco 2 ideco 3 3 10 20,315 3 1.173 2018 5 0 1 2 20.315% 0 0 ideco 3 15 2 4 SMAR T FOLIO DC    
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        Microsoft Word - ６ 八十歳までの保証がついた終身年金
    

    
        
        農業者年金 6つのポイント 6 終身年金 ( 早く亡くなっても 80 歳までの分は保証付き ) (1) 終身受給できる農業者年金 (80 歳までの保証付き ) 農業者年金は 原則 65 歳から終身 ( 生涯 ) 受け取ることができます これにより 何歳まで生きるか誰も予測できない老後生活にとって ずっと一定の所得が確保されるものです また 仮に 80 歳前に亡くなった場合でも 死亡した翌月から 80    

    
        More information 
    




    
        ライフプランニングと資金計画 問題 1. ファイナンシャル プランナーの顧客に対する行為に関する次の記述のうち 職 業倫理や関連法規に照らし 最も適切なものはどれか 1. 税理士資格を有しないファイナンシャル プランナーが 住宅ローン相談セミナーを開催し その出席者に対して無償で確定申告書の作成代行
    

    
        
        学科 ( 問題 ) 2 級 FP 技能検定 ( 学科試験 ) 直前模擬試験 - 問題 - 試験時間 2 時間 (120 分 ) 注意事項 1 筆記用具 ( 鉛筆またはシャープペンシル 消しゴム ) 時計およ び電卓以外のものは机の上に置かないでください 2 乱丁 落丁がありましたら 弊社までお申し出ください 3 特に指示のない限り 平成 30 年 4 月 1 日現在施行の法令等に基づいて 解答してください    
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        第14章　国民年金　
    

    
        
        第 17 章 国民年金 国民年金は すべての国民を対象として 老齢 障害 死亡について年金を 支給し 健全な国民生活の維持 向上に寄与することを目的としています - 151 - 国民年金のしくみ 1 被保険者 国民年金に必ず加入しなければならない人は 日本国内に住所がある 20 歳以 上 60 歳未満の人たちです 被保険者は次の 3 種類となります ⑴ 第 1 号被保険者 日本国内に住所のある 20    

    
        More information 
    




    
        給付の支給時期 脱退一時金 加入者資格を喪失したとき ( 退職 65 歳到達等 ) 65 歳未満の年齢到達で資格喪失させることも可能 遺族一時金 1 加入中に死亡したとき 2 給付の繰下期間中に死亡したとき 3 年金受給中に死亡したとき 年金 < 退職による資格喪失の場合 > 1 50 歳未満で資格
    

    
        
        全国建設企業年金基金の概要 全国建設企業年金基金は全国建設厚生年金基金の後継制度として設立されました ( 平成 28 年 10 月 1 日設立 ) 給付設計 事業所区分 Ⅰ 事業所区分 Ⅱ 給付額算定方法給与比例制定額制 予定利率 ( 長期的な運用目標 ) 2.5% 加入者の範囲 65 歳未満の厚生年金被保険者 ( 年齢 職種等により事業所単位で限定することも可能 ) 給 付 給付水準 ( 持分付与    

    
        More information 
    




    
        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        豊かな老後に向けた の活用について 年金局企業年金 個人年金課 2018 年 1 月 高齢者世帯の収入の状況 高齢者世帯の収入の 65% を公的年金が占める 高齢者世帯の 50% 強は公的年金のみで生活している一方 50% 弱は公的年金 に他の収入を組み合わせて生活している 仕送り 企業年金 個人年金 その他の所得 16.9 万円 (5.5%) 公的年金 恩給以外の社会保障給付金 1.9 万円 (0.6%)    

    
        More information 
    




    
        確定給付企業年金　ＤＢパッケージプランのご提案
    

    
        
        DB 制度改善に関するパブリックコメントについて 平成 28 年 2 月 12 日 日本生命保険相互会社 本資料は 作成時点における信頼できる情報にもとづいて作成されたものですが その情報の確実性を保証するものではありません 本資料に含まれる会計 税務 法律等の取扱いについては 公認会計士 税理士 弁護士等にご確認のうえ 貴団体自らご判断ください ホームページアドレス http://www.nenkin.nissay.co.jp/info/report.htm    

    
        More information 
    




    
        個人型確定拠出年金（iDeCo）の加入状況
    

    
        
        資産運用 投資主体 08 年 日全 頁 個人型確定拠出年金 (ideco) の加入状況 07 年の 年間で 加入者数は. 倍 公務員は % が加入 金融調査部研究員佐川あぐり [ 要約 ] 07 年 末時点で ideco の加入者数は 7. となり 0 年 末 (0. ) から. 倍の規模となった 07 年の新規加入者数は.8 で 第 号加入者 ( 会社員 公務員 ) 数が 9.7 と全体の 9 割近くを占めた    

    
        More information 
    




    
        付加退職金の概要 退職金の額は あらかじめ額の確定している 基本退職金 と 実際の運用収入等に応じて支給される 付加退職金 の合計額として算定 付加退職金は 運用収入等の状況に応じて基本退職金に上乗せされるものであり 金利の変動に弾力的に対応することを目的として 平成 3 年度に導入 基本退職金 付
    

    
        
        参考 2 付加退職金関係資料 1 付加退職金の概要 退職金の額は あらかじめ額の確定している 基本退職金 と 実際の運用収入等に応じて支給される 付加退職金 の合計額として算定 付加退職金は 運用収入等の状況に応じて基本退職金に上乗せされるものであり 金利の変動に弾力的に対応することを目的として 平成 3 年度に導入 基本退職金 付加退職金 支給対象すべての被共済者掛金納付月数が 43 月以上の被共済者    

    
        More information 
    




    
        年 12 月 厚生年金基金制度を解散して後継制度に資産を持込む場合の手続き 本資料は 平成 26 年 12 月 11 日に発出された事務連絡 解散存続厚生年金基金の残余財産を他の制度へ交付又は移換する際の取扱いについて 及び関連する法令等に基づきその要点を纏めたものです 作成時点にお
    

    
        
        2014-97 第 46 号 2014 年 12 月 16 日 団体年金サービス部 団体年金事業部 厚生年金基金制度を解散して後継制度に資産を持込む場合の手続き 標記につきまして 2014 年 12 月 11 日付で厚生労働省より事務連絡が発出されました 本事務連絡により 平成 25 年改正法に伴い新たに可能な取扱が追加された 厚生年金基金制度を解散して後継制度に資産を持込むこと について より具体的な取扱が明らかになっています    

    
        More information 
    




    
        スライド 1
    

    
        
        社会保障審議会企業年金部会資料 現行の企業年金制度に関する 課題と対応策 ( 提言 ) 平成 26 年 6 月 30 日 企業年金連絡協議会 1 企業年金連絡協議会の概要 全国 454 会員の年金実務者が集う 企業年金団体 DB( 確定給付企業年金 ) 413 会員 DC( 確定拠出金 ) 厚生年金基金 * 会員企業年金の加入者総数 5 会員 36 会員 /454 会員 312 万人 * その他 (    

    
        More information 
    




    
        1 2
    

    
        
        1 2 3 4 5 25,000 15,000Q. A. Q. A. Q. A. 27 国民年金基金加入にあたっての重要なお知らせ 国民年金基金 ( 以下 基金 といいます ) に関する重要な事項のうち 金融商品の販売等に関する法律および個人情報の保護に関する法律に基づき 特にご確認いただきたい事項を記載しています 必ずお読みいただき ご加入の際に加入申出書に 国民年金基金加入にあたっての重要なお知らせ    

    
        More information 
    




    
        基金からの支給に関する手続きのご案内
    

    
        
        基金からの支給に関する手続きのご案内 ベネフィット ワン企業年金基金 1. 基金からの給付あなたが会社を退職するなどの理由により ベネフィット ワン企業年金基金 ( 以下 基金 といいます ) の加入者の資格を喪失したときは 次に掲げる区分に応じ 基金から一時金又は年金を受け取るか 他の制度に一時金相当額を移換することができますので 以下をご一読いただき 必要な手続きを行ってください 基金加入期間    

    
        More information 
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        2018.10.15 10 月号 Vol.67( 通巻 712 号 ) 05 発行所一般財団法人年金住宅福祉協会 105-0003 東京都港区西新橋 1-10-2 TEL. 03-3501-4791 FAX. 03-3502-0086 http://kurassist.jp E-mail: info@kurassist.jp 厚生労働省が 平成 31 年度厚生労働省予算概算要求の概要 を公表 ~ 年金特別会計    
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        今後の企業年金制度のあり方
    

    
        
        今後の企業年金制度のあり方 2013 年 1 月 22 日 一般社団法人日本経済団体連合会 1. はじめにわが国企業年金制度は これまで労使合意の下 人事施策の一環として 各企業の実情にあわせて導入 運営されてきた 企業に就労する従業員にとっては 公的年金の上乗せとして 老後の所得の確保に資する重要な役割を果たしている 企業年金の加入者は かつて厚生年金基金 ( 以下 基金 ) や適格退職年金が中心であったが    
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        <4D F736F F D AD97DF88C DC58F4994C52E646F63>
    

    
        
        りそな年金 FAX 情報 りそな信託銀行 年金信託部 東京 03-5223-1992 大阪 06-6268-1866,1834 平成 18 年 11 月 6 日 平成 16 年年金改正法 ( 平成 19 年 4 月 1 日施行分 ) に係る政令 ( 案 ) ~ パブリックコメント ~ 平成 18 年 11 月 1 日に 平成 16 年年金改正法 ( 1) により平成 19 年 4 月 1 日から施行されることとされている事項について    

    
        More information 
    




    
        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        別紙 1 解説資料 ( 追加分 ) 平成 2 8 年 6 月 日本生命保険相互会社 団体年金コンサルティング G 本資料は 作成時点における信頼できる情報にもとづいて作成されたものですが その情報の確実性を保証するものではありません 本資料に含まれる会計 税務 法律等の取扱いについては 公認会計士 税理士 弁護士等にご確認のうえ 貴団体自らご判断ください H28.6.28 日本生命保険相互会社団体年金コンサルティング    
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        1: とは 居住者の配偶者でその居住者と生計を一にするもの ( 青色事業専従者等に該当する者を除く ) のうち 合計所得金額 ( 2) が 38 万円以下である者 2: 合計所得金額とは 総所得金額 ( 3) と分離短期譲渡所得 分離長期譲渡所得 申告分離課税の上場株式等に係る配当所得の金額 申告分
    

    
        
        ViewPoint 営 平成 30 年 1 月 1 日より新税制スタート! 配偶者控除 と 配偶者特別控除 の改正 福田和仁部東京室 平成 29 年度税制改正において就業調整を意識せずにすむ環境づくりを指向し 配偶者控除と配偶者特別控除の見直し が行われました 所得税は平成 30 年分から 住民税は平成 31 年度分から適用されます 今回は 特に給与所得者に対する影響などを踏まえ 改正の概要を解説します    

    
        More information 
    




    
        企業年金制度を考える視点 公的年金制度 加入者 受給者 企業会計制度 金融制度 金融市場 企業年金 母体企業 税 制 -1- 出典 : 厚生労働省資料
    

    
        
        P&I 第 10 回グローバル ペンション シンポジウム 於 : ザ リッツ カールトン東京 2F グランドボールルーム 2016 年 11 月 15 日 ( 火 ) 9:00~10:00 企業年金連絡協議会会長ジェーシービー企業年金基金 副理事長 田川勝久 企業年金制度を考える視点 公的年金制度 加入者 受給者 企業会計制度 金融制度 金融市場 企業年金 母体企業 税 制 -1- 出典 : 厚生労働省資料    
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        「公的年金からの特別徴収《Ｑ＆Ａ
    

    
        
        市民税 県民税の公的年金からの特別徴収 Q&A Q1 どうして公的年金から市 県民税の特別徴収を行うのですか A1 納税の利便性向上に地方税法が改正されました 納税者の方は 市役所の窓口や金融機関に出向く必要がなくなり 納め忘れがなくなります また 納期が年 4 回から 6 回になり 1 回あたりの負担額が軽減されます Q2 公的年金からの特別徴収は 本人の希望に基づく選択肢はありますか A2 本人の希望で納める方法を選択することは出来ません    

    
        More information 
    




    
        参考 平成 27 年 11 月 政府税制調査会 経済社会の構造変化を踏まえた税制のあり方に関する論点整理 において示された個人所得課税についての考え方 4 平成 28 年 11 月 14 日 政府税制調査会から 経済社会の構造変化を踏まえた税制のあり方に関する中間報告 が公表され 前記 1 の 配偶
    

    
        
        1. 所得税改革の流れ 1. ポイント 1 所得税抜本改革 は先送りされたが 平成 30 年度税制改正は 働き方の多様化を踏まえて 働き方改革 を後押しするため 人的控除 ( 基礎控除 ) の見直し 所得の種類に応じた控除の見直し が行われる 2 今後の見直しに向けた方向性は 人的控除について今回の改正の影響を見極めながら基礎控除への更なる振替えの検討 経済社会の ICT 化等を踏まえて所得把握に向けた取り組み    

    
        More information 
    




    
        法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項 ( 速報版 ) 本年 1 月 29 日に 平成 25 年度税制改正大綱 が閣議決定されました 平成 25 年度税制改正では 成長と富の創出 の実現に向けた税制上の措置が講じられるともに 社会保障と税の一体改革 を着実に実施するため 所得税 資産税についても
    

    
        
        法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項 ( 速報版 ) 本年 1 月 29 日に 平成 25 年度税制改正大綱 が閣議決定されました 平成 25 年度税制改正では 成長と富の創出 の実現に向けた税制上の措置が講じられるともに 社会保障と税の一体改革 を着実に実施するため 所得税 資産税についても所要の措置が講じられます 法人会では 平成 25 年度税制改正に関する提言 を取りまとめ 政府 政党    

    
        More information 
    




    
        年金制度のしくみ 3 階私的年金みらい企業年金基金 2 階 1 階 公的年金 厚生年金 国民年金 共済年金 自営業者など会社員の配偶者会社員公務員など 国民年金の加入者区分 第 1 号被保険者 第 33 号被保険者 第 2 号被保険者 3 階建ての年金制度 日本の公的年金制度は 国民年金 から全ての
    

    
        
        将来の年金準備はだいじょうぶ? 2016.10 年金制度のしくみ 3 階私的年金みらい企業年金基金 2 階 1 階 公的年金 厚生年金 国民年金 共済年金 自営業者など会社員の配偶者会社員公務員など 国民年金の加入者区分 第 1 号被保険者 第 33 号被保険者 第 2 号被保険者 3 階建ての年金制度 日本の公的年金制度は 国民年金 から全ての国民に共通する基礎年金が支給され 厚生年金 からは基礎年金に上乗せする報酬比例の年金が支給されるという    

    
        More information 
    




    
        被用者年金一元化法
    

    
        
        資料 3 被用者年金一元化法 平成 27 年 12 月 和歌山東年金事務所 ( 和歌山県代表事務所 ) 目次 1. 目的 3 P 2. 制度の概要 (1) 年金給付 4~17P (2) 適用 徴収 18~19P (3) ワンストップサービス 20~21P 3. 年金相談窓口 22~27P 2 目的 平成 24 年 2 月 17 日の閣議決定 社会保障 税一体改革大綱 に基づき 公的年金制度の一元化を展望しつつ    

    
        More information 
    




    
        確定給付企業年金　ＤＢパッケージプランのご提案
    

    
        
        DB 制度改善等に関するパブリックコメントについて ( 続報 ) 平成 28 年 2 月 12 日付年金 NEWS DB DB 制度改善に関するパブリックコメントについて に平成 28 年 2 月 19 日付のパブリックコメントで新たに追加された内容を追記しております 平成 28 年 2 月 23 日 日本生命保険相互会社 本資料は 作成時点における信頼できる情報にもとづいて作成されたものですが その情報の確実性を保証するものではありません    

    
        More information 
    




    
        なるほどNISA 第9回 財形貯蓄・確定拠出年金などとの違い
    

    
        
        なるほど金融 なるほど 第 9 回 2014 年 7 月 1 日全 7 頁 財形貯蓄 確定拠出年金などとの違い 金融調査部研究員是枝俊悟 は上場株式や株式投資信託の配当 分配金 譲渡益が非課税となる制度ですが 金融商品の運用益が非課税となる制度は の他にも 財形貯蓄や確定拠出年金などがあります これらの制度はそれぞれ目的が異なるので本来は同列に比較できないものですが 今回は これらの制度と比べて はどのような特徴を持っているのか    

    
        More information 
    




    
        Microsoft PowerPoint - 加入員向けDVD0124+（経緯追加）.pptx
    

    
        
        平素より東京都報道事業厚生年金基金の事業運営にご理解とご協力を賜りまして厚く御礼申し上げます 東京都報道事業厚生年金基金は 加入事業所に勤める方々の 老後の安定した生活や 福祉の向上 並びに各事業所の発展を目指して昭和 46 年に設立され 順調に運営を行ってまいりました 当基金は平成 27 年 2 月開催の代議員会で 代行返上により全ての加入事業所 加入員 受給権者が確定給付企業年金 ( 通称 DB)    

    
        More information 
    




    
        今回の改正によってこの規定が廃止され 労使協定の基準を設けることで対象者を選別することができなくなり 希望者全員を再雇用しなければならなくなりました ただし 今回の改正には 一定の期間の経過措置が設けられております つまり 平成 25 年 4 月 1 日以降であっても直ちに希望者全員を 歳まで再雇用
    

    
        
        改正高年齢者雇用安定法 ( 平成 25 年 4 月 1 日施行 ) 平成 25 年 4 月 1 日に 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律の一部を改正する法律が施行されます 現在 高年齢者雇用安定法の規定により 歳未満の定年は原則として禁止されていますが 老齢厚生年金の支給開始年齢の段階的な引き上げに伴い 平成 25 年 4 月 1 日以降 歳での定年退職から年金支給開始までの期間に無収入となる方達が出てきます    
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        他の所得による制限と雇用保険受給による年金の停止 公務員として再就職し厚生年金に加入された場合は 経過的職域加算額は全額停止となり 特別 ( 本来 ) 支給の老齢厚生年金の一部または全部に制限がかかることがあります なお 民間に再就職し厚生年金に加入された場合は 経過的職域加算額は全額支給されますが
    

    
        
        年金や医療保険は 安心して退職後の生活を送るために欠かせないものです このコーナーでは 退職後の年金や医療保険制度についてお知らせします 職域部分は 経過的職域加算額として支給されます! 平成 27 年 10 月 1 日から被用者年金一元化法が施行され 公務員も厚生年金保険制度の被保険者となり 施行日以降に年金受給権が発生する方の年金は全て厚生年金の名称で支給されています また 一元化に伴い共済年金の    
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        確定拠出年金向け説明資料 スミセイのスーパー積立年金 (10 年 ) 確定拠出年金保険 ( 単位保険別利率設定型 /10 年 ) 商品提供会社 : 住友生命保険相互会社 運営管理機関 : 労働金庫連合会 本商品は元本確保型の商品です 1. 基本的性格 払込保険料は 毎月 1 日に新たに設定される保険
    

    
        
        本商品は元本確保型の商品です 1. 基本的性格 払込保険料は 毎月 1 日に新たに設定される保険 (= 単位保険 ) に充当されます 保証利率は 残存期間 10 年の国債の流通利回りを基準として 単位保険ごとに毎月設定し 10 年間保証されます * ただし お客様の年齢が55 歳以上 ( 注 1) になった場合は スミセイの積立年金 (5 年 ) に振り替えられます 尚 加入申込の場合は 55 歳以上    

    
        More information 
    




    
        iDeco-配置.indd
    

    
        
        中小企業を経営する事業主の方へのお知らせ 老齢期に向けた従業員の自助努力を支援 イデコプラス 導入ガイド 1. 制度導入の検討 2. 労使協議 3. 労使合意 拠出対象者の同意 4. 届出書類の作成 届出 5. 制度開始 参考 日本の年金制度における確定拠出年金制度の位置づけ 確定拠出年金制度の特長 ideco+ ( イデコプラス ) は 中小事業主掛金納付制度 の愛称で ideco 加入者の掛金に上乗せして事業主が掛金を拠出する制度です    

    
        More information 
    




    
        基金からの支給に関する手続きのご案内
    

    
        
        基金からの支給に関する手続きのご案内 ベネフィット ワン企業年金基金 1. 基金からの給付あなたが会社を退職するなどの理由により ベネフィット ワン企業年金基金 ( 以下 基金 といいます ) の加入者の資格を喪失したときは 次に掲げる区分に応じ 基金から一時金又は年金を受け取るか 他の制度に一時金相当額を移換することができますので 以下をご一読いただき 必要な手続きを行ってください 基金加入期間    

    
        More information 
    




    
        2007年度日本経団連規制改革要望
    

    
        
        3. 企業年金分野 企業年金 (1) 加入対象者の拡大 確定拠出年金では 国民年金第 3 号被保険者 ( 専業主婦 ) の加入が認められていない 個人型確定拠出年金への国民年金第 3 号被保険者 ( 専業主婦 ) への加入を認めるべきである 加入対象者を拡大すれば 利便性の向上とポータビリティの拡充が促され 加入者の増大など制度普及にも大いに寄与することとなる 確定拠出年金法第 9 条 第 62 条    

    
        More information 
    




    
        企業年金基金 事業所事務マニュアル 石川県機械工業企業年金基金 平成 30 年 5 月
    

    
        
        企業年金基金 事業所事務マニュアル 石川県機械工業企業年金基金 平成 30 年 5 月 目 次 1. 企業年金のしくみ 1 2. ご加入いただける方 2 3. 掛金 2 (1) 標準掛金 2 (2) 特別掛金 2 (3) 事務費掛金 2 (4) 納付方法 2 4. 新規取得 2 (1) 提出書類 2 (2) 加入者資格取得届を提出する場合 2 5. 給与更新 3 (1) 提出書類 3 (2) 給与変更届を提出する場合    

    
        More information 
    




    
        改正された事項 ( 平成 23 年 12 月 2 日公布 施行 ) 増税 減税 1. 復興増税 企業関係 法人税額の 10% を 3 年間上乗せ 法人税の臨時増税 復興特別法人税の創設 1 復興特別法人税の内容 a. 納税義務者は? 法人 ( 収益事業を行うなどの人格のない社団等及び法人課税信託の引
    

    
        
        復興増税と平成 23 年度税制改正案の一部が成立しました!! 平成 23 年 11 月 30 日に 東日本大震災からの復興施策としての復興増税 ( 法人税及び所得税などの 臨時増税 ) と 平成 23 年度税制改正案のうち一部 ( 法人税率の引き下げや中小法人の軽減税率の引 き下げなど ) が国会で成立し 平成 23 年 12 月 2 日に公布 施行されました 成立している主な改正事項 企業関係個人    

    
        More information 
    




    
        Microsoft Word - FP2級法改正情報 doc
    

    
        
        法改正情報 2012 年 5 月実施予定のFP 技能検定試験 (2 級 AFP) は 問題文に特別な断りがない限り 2011 年 10 月 1 日現在の法令等に基づき出題されます ( きんざい 日本 FP 協会による ) よって ここでは 2011 年 10 月 1 日時点までの法案改正とそれ以降のものを区別して表示していま す ご確認のうえ学習いただきますよう お願いいたします 2011 年 10    

    
        More information 
    




    
        厚生年金基金から残余財産の交付を受けた DB の加入員期間の期間算入 解散した厚生年金基金の残余財産の交付を受けて DB を新設する際に 以下のように 解散日から DB の設立までの期間が数日空くケースが考えられる 法令上 このような取扱いはできない < 例 > 平成 27 年 9 月 28 日厚生
    

    
        
        解散直前喪失者等の交付 厚生年金基金 ( 以下 解散基金 という ) から DB へ以下の前提で残余財産の交付を行う予定です 解散基金の解散後速やかに DB を新設 ( 解散日の翌日又は翌々日等 ) DB 発足日に仮交付にかかる交付申出を実施し その後速やかに仮交付を実施 交付対象は 解散基金の加入員 ( 経過措置政令第 41 条第 1 項第 2 号に基づき 1/2 以上の同意を取得 ) および受給権者    

    
        More information 
    




    
        
    

    
        
        高年齢者等の雇用の安定等に関する 法律の一部を改正する法律 の概要 平成24年8月29日成立 少子高齢化が急速に進展し 若者 女性 高齢者 障害者など働くことが できる人全ての就労促進を図り 社会を支える全員参加型社会の実現が求め られている中 高齢者の就労促進の一環として 継続雇用制度の対象となる 高年齢者につき事業主が定める基準に関する規定を削除し 高年齢者の雇用 確保措置を充実させる等の所要の改正を行う    

    
        More information 
    




    
        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        . 中小事業主掛金納付制度の概要 () 中小事業主掛金納付制度とは 個人型年金 ( 以下 ideco といいます ) の掛金は 加入者本人に拠出 ( 納付は原則翌月 6 日 ) していただくのが基本的な取扱いとなっていますが 平成 30 年 5 月より 一定の要件を満たしている事業主 ( 以下 中小事業主 といいます ) に使用される従業員で ideco に加入している方については 中小事業主が必要な手続き等をとった場合    

    
        More information 
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